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１．はじめに 

 
国土交通省では，国土交通省 CALS/EC アクション

プログラム 20051)の目標－５「３次元情報の利用を

促進する要領整備による設計・施工管理の高度化」

に基づき，道路中心線形データ交換標準（案）基本

道路中心線形編 Ver.1.02)（以下，道路中心線形デー

タ交換標準という）を策定した．その上で，道路中

心線形データ交換に係わる電子納品運用ガイドライ

ン（案）3)を策定した．これにより，道路中心線形

データは，設計フェーズから流通が始まろうとして

いる．さらに，道路プロダクトモデルの骨格を形成

するには，道路中心線形に加えて道路横断形状も必

要となる．  

本研究では，既存の道路プロダクトモデルを参考

に，関係する既存のソフトウェアとの親和性の高い

道路横断形状データ交換標準を構築した．その上で，

道路横断形状データ交換標準が既存のソフトウェア

で実装できる可能性を確認した．  

 
２．これまでの研究経緯 

 

国土交通省では，情報通信技術を活用した施工の

合理化に取組んでおり，これらのプロダクトモデル

を元に，道路事業の施工管理で利用できる新たなモ

デル（以下，施工管理モデルという）を構築した 4)5)．

また，施工管理モデルを元に，トータルステーショ

ンを用いた出来形管理で利用できるモデル（以下，

出来形管理モデルという）を構築し，実工事での運

用が可能となった 6)7) ．これらの研究は，主に施工

管理での利用に特化して道路プロダクトモデルの検

討が行なわれてきたが，設計フェーズから道路横断

形状データを流通させるためには，設計フェーズに

おける既存ソフトウェアの実装を考慮したモデルの

検討が必要となる．そのため，これら２つのモデル

の特徴を整理することにより，設計フェーズでの利

用を考慮した道路横断形状データ交換標準作成の参

考とすることとした． 

前述した２つのモデルは，断面定義パターンと要

素定義パターンという２つのパターンにモデルを大

別することができる．断面定義パターン・要素定義

パターンのイメージを図- 1に示す． 

横断面

帯状の構成要素（ゾーン）

幅・勾配・高さの変化点
要素定義パターン

断面定義パターン

横断面ごとに構成要素
の幅・勾配・高さを定義

帯状の構成要素（ゾーン）ごと
に幅・勾配・高さを定義

 
図- 1 断面定義・要素定義パターンイメージ 
 

断面定義パターンは，横断面ごとに構成要素の

幅・勾配・高さを定義するモデルであり，出来形管

理モデルがそれに該当する． 

一方，要素定義パターンは，横断形状を構成する
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車道や法面などの帯状の構成要素（ゾーン）ごとに

幅・勾配・高さを定義するモデルであり，施工管理

モデルがそれに該当する． 

出来形管理モデルと施工管理モデルは，断面定義

パターンと要素定義パターンとの違いのほかに，横

断形状を構成点で定義するモデル（以下，構成点モ

デルという）と横断形状を道路面，法面などの要素

で定義するモデル（以下，構成要素モデルという）

に分類される．構成要素モデルのイメージを図- 2

に示す． 

構成点モデルは，横断形状の構成点を道路中心線

形からの離れと標高又は道路中心線形からの高低差

で表現するモデルであり，出来形管理モデルがそれ

に該当する． 

構成要素モデルは，道路の中心から外側に向かっ

て構成要素の順番に幅，高さ，勾配で定義するモデ

ルであり，施工管理モデルがそれに該当する．道路

設計においては，道路規格，設計速度，設計交通量

により構成要素の幅が決定し，さらに平面線形に基

づき横断勾配が決定するので，これらを元に道路横

断形状を求める．法面は，地質条件により勾配及び

法高が決定し，これを元に道路横断形状を求める．

このため，設計者，施工者は，道路横断設計におい

て道路の中心となる箇所から外側に向けて順に要素

毎に，幅，高低差，勾配を設定する．このように，

構成要素モデルは設計者，施工者の作業手順を元に

したモデルとなっている．  

 
図- 2 構成要素モデルのイメージ 

 

３．道路横断形状データ交換標準作成方針 

 

（１）基本方針の整理 

本研究では，道路横断形状データ交換標準作成の

基本方針を整理し，次のように設定した． 

・道路中心線形データと組み合わせて３次元道路

形状が再現できること（図- 3参照）． 

・既存ソフトウェアとの親和性を確保されたモデ

ルであること． 

・設計者，施工者が従来から行っている作業手順

を尊重したモデルであること． 

・既存の設計，施工に必要な道路横断形状データ

交換が可能なこと． 

・設計思想を含むデータ（セマンテックなデータ）

を交換可能なこと． 
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図- 3 道路中心線形と道路横断形状との関係 

 
要素定義パターンは，道路横断形状を連続的に表

現できるので，３次元形状を再現するのに適したモ

デルである．モデル化した範囲のどの断面でも正確

な横断形状が再現できる．しかしながら，対応して

いるソフトウェアは一部の道路設計用 CAD ソフトウ

ェアなどに限られる．断面定義パターンは，既存の

設計，施工に必要な道路横断形状の設計成果である

ために，対応しているソフトウェアが多い．そのた

め，断面定義パターンと要素定義パターンの両方の

考え方を取り入れたモデルを構築する．このことに

より，要素定義パターンに対応できないソフトウェ

アであっても，断面定義パターンにて道路横断形状

データの入出力が可能となる． 

また，設計思想を含むデータ（セマンテックなデ

ータ）を交換可能とすること，設計者，施工者が従

来から行っている作業手順を尊重したモデルとする

ために，構成点モデル，構成要素モデルのうち構成

要素モデルを採択することにした． 

さらに，要素定義パターンの構築にあたっては，

構成要素モデルである施工管理モデルを参考とした．

また，断面定義パターンの構築にあたっては，構成

点モデルである出来形管理モデルを構成要素モデル

に改良したモデル 8)9)（以下,出来形管理改良モデル

という）を参考とした．  

（２）道路横断形状における構成要素の対象範囲 

道路横断形状における構成要素は，我が国の道路

事業に適用でき，しかも，既存のソフトウェアへの

実装を考慮して，対象範囲はある程度限定すること

とした．すなわち，道路横断形状における構成要素

は必要最低限表現できるものに限定し，道路構造令

の解説と運用 10に記載されている横断面の構成要素
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と法面の構成要素とした． 

 

４．道路横断形状データ交換標準作成 

 

道路横断形状データ交換標準は，道路中心線形デ

ータ交換標準を参照するモデルであり，XML スキー

マにて作成した．XML スキーマを UML の表記方法（ク

ラス図）で記述したものを図- 4に示す． 
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図- 4 UML クラス図による表現 

 

道路横断形状セットの子要素は，施工管理モデル

を元に構築した横断構成，出来形管理改良モデルを

元に構築した横断面，及び地形情報で構成される． 

（１）全体構成概要 

a)横断構成 

横断構成は幅員中心，左横断構成，右横断構成の

子要素で構成される．幅員中心とは道路の幅員構成

の中心と定義し，具体的には車道中央線や中央帯の

中心を指す．道路設計では，道路の中心となる幅員

中心より外側に順に構成要素を定義する作業手順で

あることと，暫定２車線道路での対応が容易である

ことのため，幅員中心を設定した． 

幅員中心と道路中心線との関係を図- 5に示す．幅

員中心の位置は道路中心線からの離れで定義する．

幅員中心の高さは，計画高（計画高は道路中心線の

位置の高さに等しい）からの高低差で定義する．  

横断構成要素は，要素種別や勾配タイプなどを属

性として定義した．要素幅，勾配，比高（要素高さ）

の代表値を横断構成要素の属性として定義すること

によって，標準横断面（設計における横断構成要素

の基本となる形状）の定義が可能となる．さらに，

値が変化する測点ごとに要素幅,勾配，比高の属性と

して道路中心線形の累加距離標や値などを定義する

ことによって，標準横断面が適用できない断面でも

連続的に表現することが可能となる．車道における

要素幅，勾配のイメージを図- 6に示す．なお，要素

幅，勾配，比高は構成要素により，いずれか２値を

データでもつ必要がある． 

 
図- 5 幅員中心と道路中心線との関係 

 

 
図- 6 車道における要素幅，勾配のイメージ 

 

b)横断面 

横断面は，横断構成の対応が難しい既存のソフト

ウェアであっても対応可能なように構築したため，

横断構成にある要素種別や要素幅，比高，勾配など

の属性を横断面においても定義した．構成点では，

テキストノードにて，構成点の位置算出に必要な幅

員中心及び構成要素の要素幅，勾配，比高を定義す

ることとした．さらに，構成要素は，構成点の属性

である要素種別や勾配タイプで値をもつことにして

いる． 
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また，横断面では横断構成のように横断形状を連

続的に表現することが難しい．そのため，前後の横

断面の連続性を保つために，構成点の属性として構

成点コードを定義し，前後の横断面で連続する構成

点は同一の構成点コードを付与する．これにより，

横断面で定義した断面以外の任意断面を前後の横断

面より算出することが可能となる．構成点コード付

与方法の一例を図- 7に示す． 

 
図- 7 構成点コード付与方法の一例 

 

５．道路横断形状データ交換標準の適用性確認 

 

作成した道路横断形状データ交換標準に基づく道

路横断形状データが，既存のソフトウェアにて入出

力できる可能性について確認することとした．確認

方法としては，我が国を代表する道路設計用ソフト

ウェア４種類を選定した．その上で，道路横断形状

データ交換標準の要素・属性に対して既存のソフト

ウェアでデータの入出力可能か，バージョンアップ

などで対応することが可能かについてヒアリングを

行った．  

ヒアリングにより，道路横断形状セットの子要素

である横断構成，横断面，地形情報の各要素につい

て既存のソフトウェアにて対応していない属性もあ

るが，バージョンアップなどで対応することはおお

むね可能との回答を得た．作成した道路横断形状デ

ータ交換標準は既存のソフトウェアにおいて，今後

対応されることが期待できる． 

 

６．まとめ 

 

道路横断形状データ交換標準の UML クラス図，XML

スキーマ解説，サンプルスキーマ，データ辞書を作

成した上で，既存のソフトウェアでの横断形状交換

標準の適用性を確認した．このことにより，設計フ

ェーズから施工フェーズにおける道路横断形状デー

タ交換標準による道路横断形状データの受け渡しが

実現可能となると考えている． 

今後は，道路横断形状データ交換標準に基づく道

路横断形状データが既存ソフトウェアで入出力でき

るかの可能性について，さらに多くのソフトウェア

に対して適用性確認を行った上で，ソフトウェア間

でのデータ交換実証実験を行うことを考えている．

また，道路横断形状データ交換標準を運用するため

の課題を分析することにより，実務への適用性につ

いて検証を行い，道路横断形状データ交換標準及び

電子納品のための運用ガイドラインを公開すること

を考えている． 
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